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令和元年度第２回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和元年８月８日（木）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎３階 ３０３会議室

３ 出席委員

千頭聡、吉田民子、白坂弘子、加藤孝、米谷雅弘、服部亜紀、鍋嶋洋行、

平野恵子 計８名

４ 欠席委員

松原八壽雄、伊藤紀子、計２名

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：松原友雄、

環境課長補佐：西尾元伸、環境課主査：森康臣

７ 議題等

尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し版（案）について
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８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただ今から「令和元年度第２回 尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。

本日、松原委員から欠席のご連絡を受けていますので、ご報告させ

ていただきます。また、伊藤委員については、まだご到着されていな

い状況でございます。

本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となることも、あ

わせてご了承いただきますようお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

それでは、次第に沿って会議を進行をさせていただきます。

次第２「座長あいさつ」です。千頭先生にお願いします。

座長 ＜あいさつ＞

それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。

次第２の議題「尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直

し版（案）について」です。

資料の目次をみていただきますと、第１章～第２章については、見

直しの概要となっておりますので、割愛することとしまして、説明に

ついては第３章からお願いしたいと思います。

では、よろしくお願いします。

環境課主査 ＜資料により第３章と第４章の説明＞

座長 ただいま事務局から説明がありました。

第３章と第４章について、ご意見やご質問等があればお願いします。

環境課主査 本日ご欠席の松原委員から、事前にご意見をいただいておりますの

で、代わりにお伝えいたします。

２ページの第３章「計画前期の検証」の国・県の方針部分について

です。「国際的な観点から、マイクロプラスチックによる海洋汚染、プ

ラスチック資源ごみ受け入れについて国際的な問題が鮮明化しており

ます。これらについては、国・県の政策と連携することが重要と考え

ております。」という説明を追加してはどうかという意見でした。

こちらについては、第１回目の会議の際において、政策が決まって

いないため触れないこととしておりましたが、最終的には追加した方
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が良いと考えております。

座長 特にご異論がなければ、松原委員の意見を踏まえて、マイクロプラ

スチックの件についても追記するということでよろしいでしょうか。

それでは、追記する方向で、掲載内容の精査を事務局にてお願いし

ます。

鍋嶋委員 ８ページの粗大ごみについてですが、これから単身高齢者が増えて

いくなかで、古い箪笥類などは動かせないと思います。震災での死亡

原因の７割以上が家具等の下敷きによるものです。処分したくても重

たくて一人では動かせないという市民ニーズに対し、尾張旭市はどの

ように対応されているのでしょうか。

環境課主査 これまでも、単身高齢者の方から、粗大ごみを移動させられないと

の相談はあります。そういった場合、現状では社会福祉協議会の「あ

さひ生活応援サービス事業」をご案内しています。こちらは、１回あ

たり５００円で生活応援サポーターの援助が受けられるサービスです

が、市内在住の概ね６５歳以上の高齢者を対象としている等、一定の

条件もあります。そのため、どなたでも気軽に利用できるサービスと

いうわけではありません。

鍋嶋委員 そういったサービスが一般の市民でも利用できるようになると良い

と思います。また、年に１度、防災月間に合わせ、広報等を利用し、

要らなくなった家具等の処分を呼びかけても良いと思います。

白坂委員 私の町内でも防災を強化しており、６５歳以上は無償で訪問整理す

るということをやってます。ただ、中身をいじられるのに抵抗がある

方もいて、生前整理を考える時期にきていても、処分してもらう前に

中身を整理するという作業が大変で、実行できないという声もありま

す。

地域で行ってもらっていることで、大変ありがたいのですが、各家

庭の事情もあるため、難しさも感じています。

座長 その他ご意見がなければ、第５章のご説明をお願いします。

環境課主査 ＜資料により第５章の説明＞

座長 ただいま事務局から説明がありました。

第５章について、ご意見やご質問等があればお願いします。

白坂委員 燃えるごみの組成についてですが、晴丘センター処分場にて、資源

ごみの混入割合の調査はしているのでしょうか。

環境課主査 晴丘センターの日常業務では組成調査は行っておりません。

白坂委員 では、組成調査の割合は、１２月に行う１回のみの調査から算定し

たということでしょうか。そうであれば、あまり意味のないデータに

思えます。
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環境課長 いろいろな地区からごみ袋をピックアップしまして、毎年調査し、

その３年平均をとっていますので、参考にできる数字はとれていると

考えています。

座長 実は組成調査をきちんと行っていることはすごく先進的なことで、

加えて尾張旭市は、いくつか地区を分類して統計をとっているので、

愛知県のなかでも特に先進的な調査をしていると思います。

吉田委員 毎年ピックアップする地区が決まっているため、それ以外の地区の

人が分別を頑張っても、成果として表れないと思うのですが。

座長 地区を変えてしまうと、これまでの数字が変わってしまうので、そ

の新しい数値をどう評価するのかが難しいですね。

さて、いろいろ細かな数値が記載されているわけですが、全体とし

て順調にごみは減少しているということと、特に資源ごみの古紙が減

少しているということもあって、令和５年度の目標値を再設定したと

のことでした。

一方で、ごみの有料化を見送った結果、見直しを行ったという箇所

もありました。今後、同様のペースでごみを減量させるのは限界とま

では言いませんが、難しくなってくるのではないかと思います。

では、その他ご意見がなければ、第６章のご説明をお願いします。

環境課主査 ＜資料により第６章の説明＞

座長 ただいま事務局から説明がありました。

こちらは量が多いので、基本方針ごとにご意見等をいただきたいと

思います。

まずは、基本方針１の内容にあたる２２ページから２７ページの部

分で何かございますでしょうか。

鍋嶋委員 №１０の「子ども達に対してごみに関する学習の機会を提供します」

についてですが、子どもは大人が思う以上に理解力もあるし吸収も早

いと思います。

そのため、決められた内容を毎年継続するのではなく、時代に合っ

た教育を踏まえたイベントや、環境について分かりやすく講演できる

方を招く等を実施していくことができれば、より子ども達に良い影響

を与えられるのではないかと思います。

座長 ここではごみの減量等について書かれていますが、環境全体につい

ての出前講座というのはされているのでしょうか。

環境課長 出前講座としては実施していませんが、夏休みにイベントを開催し

ています。

鍋嶋委員 子ども達の方が、環境について厳しく受け止めていると感じますの

で、多少難しい内容であっても吸収してくれると思います。そういっ
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た機会を増やしていけたらと思います。

座長 それでは、№１０の今後方向性として、出前環境教室等の教育の中

身について、今後はどのようなことを伝えていくかも検討していただ

くよう、よろしくお願いします。

私が少し気になった箇所で、これは表現の問題かと思うのですが、

例えば№２「再使用を推進するためリサイクル広場の再利用品広場を

拡充します」の推進スケジュールについてです。令和１年度まで実施

でまた令和２年度から調査・研究を行うというと、一旦やめてしまう

かのように感じてしまいますので、ここの書き方の工夫ができないで

しょうか。

環境課長 リサイクル広場については、まだ移転先が決まっていない状況です。

そのためこのような表記としていますが、もう少し明確な表記に改め

たいと思います。

座長 そういった意味では、№１３「事業系ごみの実態を把握するため事

業者アンケートを実施します」について、この取組は、アンケート調

査自体がそれにあたると思います。ここの調査・研究というのは、ア

ンケート調査の結果、どのように事業系ごみの減量に繋げるかの調

査・研究であり、別の取組のような気がいたします。

今後の方向性を表記するならば、令和４年度頃に再度アンケート調

査を実施するなどの表記の方が適していると思います。

環境課長 ありがとうございます。表記を改めたいと思います。

座長 では、続いて、基本方針２の内容にあたる２８ページから３２ペー

ジの部分で何かございますでしょうか。

ちなみに№２２「生ごみエネルギー化を検討します」について、昨

年度視察した大府市は、本年度に、限定的ですが一般廃棄物のうち生

ごみの分別回収を試験的に実施するようです。

環境課主査 本日ご欠席の松原委員から、基本方針２の内容についても事前にご

意見をいただいておりますので、代わりにお伝えいたします。

№２５「市民にとって便利なリサイクルステーションを設置します」

についてです。平成２８年度に試行実施した後に、継続実施できなか

った理由等を追加した方が良いとのでは、とのご意見でしたので、今

後の方向性の説明に追加したいと思います。

座長 では、続いて、基本方針３の内容にあたる３３ページから３６ペー

ジの部分で何かございますでしょうか。

№４０「コスト分析の標準的手法である「一般廃棄物会計基準」を

導入します」についてですが、こちらは、導入をいつまでにという期

限が国から示されてはいなかったでしょうか。
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環境課長補佐 そういった認識はありません。

環境課主査 基本方針３の内容についても、松原委員より事前にご意見をいただ

いておりますので、代わりにお伝えいたします。

№３９「プラスチックごみの処理のあり方について検討します」に

ついてです。前期取組の説明に、「国に要望」と記載しておりますが、

具体的に要望した会議名あるいは文書名等を記載した方が良いとのご

意見でした。毎年、公益社団法人全国都市清掃会議を通じて、要望し

ておりますので、その旨を追加いたします。

座長 他にご意見はよろしいでしょうか。

第６章以降に、資料編がありますが、これについて説明はございま

せんか。

環境課主査 はい、資料編についての説明は割愛いたします。

座長 それでは、もう一度全体をざっと見ていただいて、ご意見があれば

お願いいたします。

鍋嶋委員 計画の全体が、令和５年度目標ありきになっていると思います。既

に完結しているものは除いていき、前倒しできることや力を入れるべ

き取組について表記を変化させても良いのではと思いました。

これだけの長期間の計画ですので、社会情勢や注目される情報も変

わってきますので、それらに合わせた新たな取組を追記するなどの作

業をした方が、計画がより活きていくのではないかと思います。

座長 事務局としてはいかがでしょうか。今回は新たな施策の追加という

のはありませんでしが、情勢の変化なり、今まで達成できた施策につ

いて、更に次を目指すような施策等があると良いということでした。

鍋嶋委員 例えば、５年前には挙がらなかったＳＤＧｓについては、世界的な

変化だと思いますので、この取組に沿った施策を追記しても良いので

はと思います。

環境課長補佐 「一般廃棄物処理（ごみ）基本計画」は、ごみを減量するための計

画ですので、ＳＤＧｓのような国際目標については、上位計画にあた

る「環境基本計画」や「総合計画」にて取り上げるものであると考え

ています。

環境課長 ＳＤＧｓについて関連することを追記できる箇所としては、２ペー

ジの国・県の方針であると考えますが、追加できるような内容がある

かを検討いたします。

座長 なぜごみを減らさなければいけないのか、ということを考えてみる

と、ＳＤＧｓの１１番「住み続けられるまちづくりを」の目標が該当

するのではないかと思います。

では、こちらについては、また検討いただくとしまして、これから
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のスケジュールについて、事務局から説明をお願いします。

環境課長補佐 本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。

次回会議の日程については、現在のところ未定です。

当初の予定では、令和元年度の開催は今回限りとなりますが、今後、

皆様の知恵をお借りすることが必要になった場合には、改めて開催さ

せていただきますのでよろしくお願いします。

なお、本日の結果を踏まえ、「中間計画見直し版」を修正し、９月４

日に開催する廃棄物減量等審議会でその内容についてお謀りします。

その審議会の前に、本来は皆様に修正内容の確認をお願いするところ

ですが、日程的に厳しいこともあり、この会議の専門部会であります

「基本計画中間プロジェクト」で、もう一度内容の精査を行いたいと

考えています。

ちなみに、プロジェクトのメンバーは、本年度からご参加いただい

ております加藤委員含めて４名です。加藤委員は、初めてのご参加と

なりますが、よろしくお願いいたします。

また、その他のプロジェクト（リサイクル広場拡充、事業系ごみ適

正化）につきましても、今後、各リーダーを中心に活動していただく

場合がありますので、併せてよろしくお願いします。

事務局からは以上です。

座長 ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の会議は未定と

のことです。プロジェクトについては適宜開催されるとのことであり

ますので、皆さまお忙しい中とは思いますが、ご協力くださるようお

願いいたします。

それでは、これをもちまして、令和元年度第２回尾張旭市循環型社

会推進会議を閉会といたします。皆さま長時間にわたり大変お疲れ様

でした。本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがと

うございました。


